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概  要 
 
 
 

 

振動制御装置を用いた建設振動の伝播経路対策について検討している．これまで筆者らは，振動制御装置として，

おもりから構成される質量体と，おもり，バネおよびダンパーから構成される振動系を対象とし，それぞれの振動低

減効果の特徴を明らかにしてきた．本稿では，振動系に比べ施工性が優位で，幅広い振動数で低減効果を期待できる

質量体を対象に，質量体の質量，幅（奥行），設置位置が低減効果に与える影響を模型実験により検討した結果につい

て報告する． 
実験の結果，質量体の質量を大きくすることで低減効果は大きくなり，より低い振動数から低減効果が得られるこ

とを確認した．質量体の面密度を一定として幅を大きくした場合，低減効果のピーク振動数が変化し，質量体の影響

範囲が広がった．設置位置の変化によっても低減効果のピーク振動数は変化し，その傾向は質量体の近傍で顕著であ

った．質量体による低減効果は，加振点と質量体を結ぶ経路近傍の，加振点に対して質量体の背面側で得られること

を確認した．質量体による低減効果が現れたとき，加振点と測定点の位相差に変化が生じたことから，質量体の設置

によって経路上の伝播速度が変化したことが示唆された．  
 
成  果 

 
 
 

 

 質量体の質量，幅および設置位置が，質量体による振動の低減効果に与える影響を明らかにした． 
 質量体による低減効果が現れた振動数では，加振点と測定点の位相差に変化が生じたことを確認した．これによ

り，質量体の設置によって特定の振動数で伝播速度が変化したことが示唆された．  
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図－２ 質量体の質量，幅，設置位置と振動低減効果（PU4） 

 
 

 

 

 
 

図－１ 実験状況 
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① 質量体の質量と低減効果の関係 

② 質量体の幅と低減効果の関係 

③ 質量体の設置位置（加振点からの距離）と低減効果の関係
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